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１．目的  

高炉スラグ微粉末には，アルカリ骨材反応の抑制や塩化物イ

オン浸透に対する抵抗性の付与等の性能があり，PC構造物の耐

久性向上を図る上で有効な材料であると考えられる．筆者らは，

これまでに高炉スラグ微粉末を用いた PC 用コンクリートの強

度及び塩分浸透性に対する高炉スラグ微粉末の置換率や養生方

法等の影響を確認してきた 1)．本報は，耐久性に影響を及ぼす可

能性が高い収縮ひび割れに対する検討の一環として実施した，

同種のコンクリートの収縮特性に関する内容である． 

２．実験方法  

表-1に示すとおり，現場打ち PC橋で多用されるコンクリート

(40-8-20H)を想定して水結合材比(W/B)は 40%を基準とし，初期

強度の確保と汎用性を考慮して高炉スラグ微粉末 6000を使用し

た．また，高炉スラグ微粉末の置換率(BF/B)は 0, 50%を中心と

し，一部の試験ではW/Bと BF/Bを変化させて比較した． 

 今回の実験では，モルタルとコンクリートの収縮性状に関す

る試験を実施した．モルタルの試験は JIS A 1129(コンタクトゲ

ージ法)に準じるものであるが，対象とするコンクリートと関連

付けるために，コンクリートと同一配合比率のモルタルを使用

した．コンクリートの試験では，100×100×400mmの供試体を

使用し，埋込みゲージ(KM)2)によって自己収縮ひずみを測定した．

乾燥収縮ひずみは，JIS A 1129に準じたコンタクトゲージ法及び

ダイヤルゲージ法で測定する他，KM ゲージとモールドゲージ

(PM)2）を用いた埋込み形ひずみ法も比較した．なお，以下の文

章中では収縮を正とし，大小関係を表現する． 

３．実験結果及び考察  

 コンクリートの自己収縮ひずみは，図-1に示すとおり，BF/B

が増加するに従って大きく，BF/B=70%の最終値は BF/B=0%よ

りも 100×10-6程度の増加に至っている．置換による自己収縮の

ひずみ差は材齢 3～10日で顕著になるが，その後の材齢に伴う変化量は小さい．これまでの見解どおり，単位

結合材量の増加によって自己収縮ひずみ(材齢 56日)が増大する傾向を示すものの，今回の実験では BF/B=50%

の影響は単位結合材量にあまり関係せず，いずれの単位結合材量においても 50×10-6程度のひずみ差である． 

 モルタルの乾燥収縮ひずみは，図-2のようにW/B=30%では BF/Bの影響が見られないものの，W/B=40%に

おいては BF/Bの増加に伴って大きくなっている．この傾向は，図-3に示したコンクリートの乾燥収縮ひずみ 
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表-1 コンクリートの使用材料及び配合 

図-1 コンクリートの自己収縮試験結果 
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図-5 各種測定法で測定したコンクリートの乾燥収縮ひずみ 

(ダイヤルゲージ法)の結果

とほぼ一致する．BF/B= 

70%の一部の結果を除き，

モルタルのひずみ差(BF/B 

=0%を基準)は乾燥開始直

後から BF/B の増加によっ

て大きくなっているが，乾

燥開始からの材齢 2日から

91 日までの増加は BF/B

の影響は小さく，BF/B に

関わらず，モルタルであっ

ても 50×10-6 程度の相違

である．なお，モルタルの

乾燥収縮ひずみには，自己

収縮ひずみが含まれるも

のと思われる． 

 自己収縮と乾燥収縮の

ひずみ測定で共通する埋

込みゲージ法 (KM)の測

定結果をもとに，材齢 7

日を起点としてコンクリ

ートのひずみ変化を表し

たのが，図-4である．こ

の結果によれば，材齢 7

日以降の自己収縮ひずみ

には BF/B の影響は見ら

れず，乾燥収縮ひずみには材齢 5 日前後の初期材齢において 50×10-6程度の差を生じている．しかし，図-5

に示すように，乾燥収縮ひずみを 4種類の方法(5データ)で測定した場合，各測定法上の特性があるにしても，

BF/B=0%に比べて BF/B=50%のひずみのばらつきが顕著である．50%置換による 5データのひずみ増加量(最終

値)は-90～150×10-6となり，平均値では 69×10-6となった．また，個々の供試体のひずみを調べた結果，コン

タクトゲージ法によって測定された最大と最小のひずみ差(材齢 182日)は，BF/B=0%が 50×10-6であるのに対

し，BF/B=50%は 198×10-6となり，供試体ごとのばらつきもかなり大きくなる場合があることがわかった． 
４．まとめ 
本実験の結果から以下のことが言える． 

(1) 高炉スラグ微粉末の使用によって自己収縮ひずみ及び乾燥収縮ひずみの双方が大きくなる傾向がある．た
だし，その増加量は，W/B=40%, BF/B=50%のコンクリートにおいて双方ともに 50×10-6程度である． 

(2) 高炉スラグ微粉末を使用した場合の乾燥収縮ひずみは測定方法によってかなり異なり，また供試体ごとの
ばらつきも大きくなる場合がある． 
なお，本実験は両所属団体による PC部材の軽量・高耐久性化に関する共同研究の一環である． 
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図-2 モルタルの乾燥収縮試験の結果（自己収縮を含む） 

図-3 コンクリートの乾燥収縮試験結果    図-4 材齢 7日以降のコンクリートのひずみ
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